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附
則
第
五
条
の
六
を
附
則
第
五
条
の
七
と
し
、
附
則
第

五
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
に
係
る
拠
出
金
の
納

付
が
行
わ
れ
る
場
合
の
長
期
給
付
に
要
す
る
資
金
の
交

付
の
特
例
）

第
五
条
の
六

厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
拠
出
金
の
納
付
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
行

わ
れ
る
場
合
に
は
、
第
十
一
条
の
十
一
第
一
号
中
「
を

含
む
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
年
金
保
険
者
拠
出
金
に

係
る
負
担
に
要
す
る
費
用
及
び
年
金
保
険
者
拠
出
金
の

負
担
に
係
る
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
同
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の

を
除
く
。）を
含
む
」
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
長
期
給
付
に
要
す
る
資
金
の
交
付
）

第
十
一
条
の
十
一

令
第
二
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
総

務
省
令
で
定
め
る
資
金
の
交
付
は
、
組
合
（
市
町
村
職

員
共
済
組
合
及
び
都
市
職
員
共
済
組
合
に
あ
つ
て
は
、

市
町
村
連
合
会
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
請

求
に
基
づ
き
、
年
金
で
あ
る
給
付
の
支
給
期
月
ご
と
の

第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除

し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零

と
す
る
。）に
相
当
す
る
額
の
当
該
事
業
年
度
の
合
計
額

に
つ
い
て
一
括
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
組
合
の
当
該
支
給
期
月
に
お
け
る
長
期
給
付

に
要
す
る
費
用
（
基
礎
年
金
拠
出
金
に
係
る
負
担
に

要
す
る
費
用
並
び
に
長
期
給
付
及
び
基
礎
年
金
拠
出

金
の
負
担
に
係
る
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
（
法

第
百
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体

の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
含
む
。）の
見
込
額

二

当
該
組
合
の
当
該
支
給
期
月
の
前
月
の
末
日
に
お

け
る
長
期
経
理
の
資
産
の
総
額
の
見
込
額
か
ら
当
該

経
理
の
負
債
の
総
額
の
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額

第
十
一
条
の
十
六
第
二
項
中
「
、
附
則
第
二
条
の
二
」

及
び
「
、
施
行
規
程
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
中
「
組
合

（
市
町
村
職
員
共
済
組
合
及
び
都
市
職
員
共
済
組
合
を
除

く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
務

員
共
済
組
合
連
合
会
」
と
、「
長
期
経
理
」と
あ
る
の
は「
長

期
給
付
経
理
」
と
、「
利
益
金
」
と
あ
る
の
は
「
利
息
及
び

配
当
金
に
係
る
収
入
金
額
」
と
、「
定
款
で
定
め
る
金
額
に

組
合
員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
主
務
大
臣

の
承
認
を
受
け
た
額
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
組
合
」
と

あ
る
の
は
「
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
」
と
、「
長
期

経
理
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
給
付
経
理
」
と
、「
利
益
金
が

当
該
資
産
を
年
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
運
用
し
た
と
し
た

場
合
に
お
け
る
利
益
金
に
前
項
に
規
定
す
る
定
款
で
定
め

る
金
額
に
組
合
員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
え
て
得
た
額

に
相
当
す
る
額
を
下
回
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
前
事
業
年
度

に
お
け
る
利
益
金
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
前
項
に
規
定
す

る
定
款
で
定
め
る
金
額
に
組
合
員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
」

と
あ
る
の
は
「
利
息
及
び
配
当
金
に
係
る
収
入
金
額
が
当

該
資
産
を
年
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
運
用
し
た
と
し
た
場

合
に
お
け
る
利
息
及
び
配
当
金
に
係
る
収
入
金
額
に
相
当

す
る
額
を
下
回
る
場
合
に
は
、
前
事
業
年
度
に
お
け
る
利

息
及
び
配
当
金
に
係
る
収
入
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
額
」
と
、同
条
第
三
項
中「
長

期
経
理
」
と
あ
る
の
は
「
長
期
給
付
経
理
」
と
、「
組
合
」

と
あ
る
の
は
「
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
」
と
、
同

条
第
四
項
中
「
組
合
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
務
員
共
済

組
合
連
合
会
」
と
」
を
削
る
。

第
十
二
条
の
八
第
一
項
中
「
、
附
則
第
二
条
の
二
」
を

削
る
。

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
二
号

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七
十

六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活

動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

環
境
大
臣

細
野

志

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す

る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命

令

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特

別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
内

閣

府
、
総

財

務

省
、
厚

農
林
水
産
省
、
経

国
土
交
通
省
、
環

務

省
、

生
労
働
省
、

済
産
業
省
、

境

省

令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
十
七
条
第
四
項
中「
地
方
農
政
局
長
」の
下
に「（
北

海
道
農
政
事
務
所
長
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
百
六
十
七
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
五
十
二
号
）
第
二
十
六
条
（
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項

及
び
第
三
十
八
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭

和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
第
二
十
一
条
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七

年
自
治
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
一
条
の
四
第
二
項
中
「
、
附
則
第
二
条
の
二
」
及

び
「
、
施
行
規
程
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
中「
組
合（
市

町
村
職
員
共
済
組
合
及
び
都
市
職
員
共
済
組
合
を
除
く
。

次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は

「
市
町
村
連
合
会
」
と
、「
組
合
員
数
」
と
あ
る
の
は
「
市

町
村
連
合
会
を
組
織
す
る
組
合
に
属
す
る
組
合
員
数
」と
、

同
条
第
二
項
中
「
組
合
」
と
あ
る
の
は「
市
町
村
連
合
会
」

と
、「
組
合
員
数
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
連
合
会
を
組
織

す
る
組
合
に
属
す
る
組
合
員
数
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び

第
四
項
中
「
組
合
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
連
合
会
」と
」

を
削
る
。

第
十
一
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
資
金
の
繰
入
）

第
十
一
条
の
五
の
二

地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
事
務
に
要
す
る

費
用
の
額
か
ら
法
第
百
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
額
を
勘
案
し
て
総
務
大
臣

が
定
め
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
必
要

な
資
金
を
長
期
給
付
経
理
か
ら
業
務
経
理
に
繰
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁金

融
商
品
取
引
業
者
に
対
す
る
行
政
処

分
、
押
収
物
還
付
、
財
団
、
許
可
割
賦
販

売
業
者
等
の
営
業
保
証
金
等
に
関
す
る
規

則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
仮
配
当
表
、

前
払
式
特
定
取
引
業
者
の
営
業
保
証
金
及

び
前
受
業
務
保
証
金
の
還
付
に
係
る
権
利

の
調
査
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
会
の
開

催
、
建
設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
、
宅
地

建
物
取
引
業
法
第
六
十
七
条
、
小
型
船
舶

教
習
所
の
登
録
関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
J

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
変
更
、
企
業
年
金
基
金
解

散
・
清
算
人
就
任
関
係

K
Q

会
社
そ
の
他

™
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